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秋山　弘子氏 H.29 S.37卒 東京大学高齢社会総合研究機構特任教授 「長寿社会に生きる～課題と可能性～」

人見　光夫氏 H.30 S.48卒 マツダ株式会社常務執行役員　シニア技術開発フェロー 「答えは必ずある－スカイアクティブエンジン開発」

榎原　雅治氏 R.１ S.51卒 東京大学史料編纂所教授 「千年は長いか?」

図書館発！ 教養講座も充実

「俳句」，「連句」，「朝日高の歴史を学ぶ」

「数学の魅力」など

小川洋子氏や小手毬るい氏など卒業生の著作コーナーやゆかりの絵画，書も展示

4

朝日の“知と芸術の源泉”
独立した図書館棟で，蔵書数約7万5千冊！
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東京大学教授による進路教養講座「55分授業」で知的好奇心を涵養する授業

文系・理系の学習を行うと

ともに、2年生から各自の

興味関心に基づいて特別な

活動を行う時間を設けます。

学術探究系

自然科学に興味のある人

に向いています。数学・

理科・英語に重点を置い

て学習します。

理 系

人の生き方や社会の営みに

興味のある人に向いていま

す。国語・英語・地理歴史

に重点を置いて学習します。

文 系

科学・グローバル・芸術・体育など、各自の興味関心に応じて、

より高度な内容を主体的に計画し、活動することができます。

その活動をさらに高度に研究することができる難関大学への

進学を目指します。

学術
探究系

多くの大学の理学・工学・医学・薬学・農学などの一般的な理

系分野への進学を希望する人に適しています。数学・理科の

学習時間が多くなります。
理Ⅰ系

数学や理科の一部を選択科目とし、進路に応じて重点的に

学習することができます。看護・家政（生活科）学部などへの

進学を希望する人に対応しています。
理Ⅱ系

国語・英語・数学などに多様な選択科目があり、興味・関心に

応じてより深く学習できます。岡山大学をはじめ多くの国公

立大学の受験に対応しています。
文Ⅱ系

大学入試で地理歴史を2科目必要とする大学（東京大・京都大

など）への進学を希望する人、また地理歴史に強い興味・関心

のある人に向いています。全教科をバランスよく学習します。
文Ⅰ系

令和4年度入学者から

「学術探究系」が

スタートします。



○グローバルリーダーとしての国際的視野と幅広い教養を身に付ける取り組み
    ①グローバル人材育成のための教養講座 「グローバルとインターナショナルは何が違うか」　一橋大学特任教授　板野 和彦氏

 「脱炭素・低炭素と炭素循環」　東京大学大学院特任教授　松本 雄二氏

　 ②先輩を囲む会　「私が歩んだ道と物性物理学の世界」　東京大学大学院助教　北村 想太氏

○モンクス・ウォーク・スクール（イギリス）と友好提携を締結　2018.12.25
　 ①イギリス・サイエンスカレッジ授業体験プログラム

○理数と英語の融合
　 ①上野健爾京都大学名誉教授の英語による数学講義

○世界で通用するコミュニケーション力・プレゼンテーション力を育てる取り組み
　 ①校内プレゼンテーション大会

○学びを開く取り組み
　 ①数学オリンピックへの参加　②全国物理コンテストへの参加　③日本生物学オリンピックへの参加　④化学グランプリへの参加
　 ⑤サイエンスチャレンジへの参加　⑥英語スピーチコンテスト・英語ディベート大会への参加　⑦スタンフォード大学の学生とのオンライン交流

先輩を囲む会（東京大学大学院助教・北村想太氏）上野健爾京都大学名誉教授による英語で数学講座

校内プレゼンテーション大会イギリス研修1年グローバル教養講義

第22回俳句甲子園（文学部）
第63回全国高等学校弓道大会

（弓道部）
第27回全国高等学校文化連盟将棋

新人大会（囲碁将棋部）
第66回NHK杯全国高校放送コンテスト

(放送文化部)

第9回全国高等学校選抜スポーツ
クライミング選手権大会（山岳部）

第49回国際物理オリンピック
（ポルトガル大会）金メダル（物理部）

ミスダンスドリルチームインターナショナルin USA
（ダンス部）

東京大学史料編纂所 榎原雅治氏の講演



生徒1人1台

端末を活用した

学び

本質的な学力を獲得する

とともに自己表現するた

めの道具として校内外で

活用します

学校説明会

1日ホームルーム（ひるぜんジャージーランド） 1年富士登山 朝日祭（体育の部）・仮装行列 2年柔剣ダンス発表会 1年百人一首大会

入学式 修学旅行 朝日祭（文化の部）・ステージ 創立145周年記念行事 1・2年球技大会

卒業式

1年スキー教室



★：国際大会　◎：全国大会　◯：地区大会レベル

クイズ研究同好会

（令和2年度）

バスケットボール部

美術部

書道部

弓道部

野球部

茶道部

管弦楽部

テニス部

サッカー部

ダンス部

物理部

陸上競技部

〈ラクビー部〉

○第16回全国高等学校合同チームラクビーフット

ボール大会・中国地区ブロック予選会岡山県選

手として出場

〈山岳部〉

◎第11回全国高等学校選抜スポーツクライミング

選手権大会出場推薦（コロナ禍で大会中止）

〈空手道部〉

○第34回中国高等学校空手道選抜大会出場権

（コロナ禍で大会中止）

〈ダンス部〉

○令和2年度中国四国ダンスドリル秋季大会

　PON部門Medium編成・JAZZ部門Small編成・

SOLO部門

〈文学部〉

◎第44回全国高等学校総合文化祭文芸部門

◎第23回俳句甲子園　全国高等学校俳句選手権

大会

○第22回高校生文芸道場中国ブロック大会

　詩部門・俳句部門・文芸誌部門出場

◎第2回万葉の郷とっとりけん全国高校生短歌大

会

◎第35回全国高等学校文芸コンクール俳句部門

〈物理部〉

◎物理チャレンジ2020第2チャレンジ

〈化学部〉

◎化学グランプリ20202次予選

◎第53回国際化学オリンピック代表候補内定

〈管弦楽部〉

◎第27回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ

出場

〈放送文化部〉

第44回全国高等学校総合文化祭

アナウンス部門　朗読部門出場

○第6回中国地区高校放送コンテスト

　アナウンス部門・朗読部門・ビデオメッセージ部

門・オーディオピクチャー部門出場

〈囲碁将棋部〉

○第19回中国地区高等学校将棋選手権大会男子

個人戦出場

〈その他〉

第40回全国高校生読書体験記コンクール入選



●6月19日（土）「授業公開」→延期（7月中で調整）

●7月27日（火）「オープンスクール」

●10月9日（土）「学校説明会」

最新の情報は，岡山朝日高校Webをご覧ください。

朝
日
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
時
、
毎
日
は
私
に
と
っ
て
楽
し
む
と
い
う
よ
り
も
必
死

に
こ
な
し
て
い
く
と
い
う
の
に
近
い
も
の
で
し
た
。
朝
か
ら
や
り
切
れ
て
い
な
い
分
の
予
習
を
し

て
、
授
業
を
受
け
て
、
複
数
所
属
し
て
い
た
部
活
動
の
ど
れ
か
に
参
加
し
て
、
塾
に
行
っ
て
、

家
で
ま
た
明
日
の
予
習
を
し
た
ら
、
一
日
は
終
わ
り
。
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
勉
強
す
る
こ
と

を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と
な
ど
二
の
次
で
し
た
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
を
叱
っ

て
は
励
ま
し
、
ま
た
叱
る
先
生
方
が
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
ク
ラ
ス
や
学
年
に
は
自
分
が
敵
わ
な

い
ほ
ど
の
努
力
を
す
る
人
が
い
て
、
一
人
で
落
ち
込
み
た
い
時
も
容
赦
な
く
ぶ
つ
か
っ
て
き
て

く
れ
る
人
が
い
て

―

そ
う
い
う
存
在
に
囲
ま
れ
目
の
前
の
こ
と
に
取
り
組
む
う
ち
、
朝
日

高
校
で
自
分
の
大
切
な
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と
の
意
味
は
お
の
ず
と
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
意
味
に
、
何
も
唯
一
の
正
解
が
定
ま
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
が
何
に
必
死
に
な
る
の
か
も
、
必
死
に
な
る
こ
と
の
理
由
も
、
三
百
五
十
人

に
聞
け
ば
三
百
五
十
通
り
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
が
当
然
で
し
ょ
う
。
部
活
の
大
会
で
も
っ

と
上
に
行
き
た
い
か
ら
、
数
学
で
あ
の
人
に
だ
け
は
負
け
た
く
な
い
か
ら
、
将
来
し
た
い
仕

事
が
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
た
だ
た
だ
楽
し
く
て
夢
中
に
な
れ
る
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
が
あ
っ
て
、
自
分
と
は
ま
た
違
う
も
の
を
追
い
か
け
る
人
の
姿
に
、
何
度
刺
激
を

受
け
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
朝
日
高
校
で
過
ご
す
意
味
に
唯
一
の
正
解
な
ど
な
い
と
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何
か
一
つ
言
葉
で
言
い
表
す
の
な
ら
、
様
々
な
人
と
出
会
い
、
様
々

な
思
い
に
触
れ
、
狭
か
っ
た
景
色
が
大
き
く
開
け
て
い
く
よ
う
な
体
験
。
小
さ
な
井
戸
の
中
に

い
た
蛙
が
、
知
ら
な
い
世
界
に
一
歩
踏
み
出
し
た
か
の
よ
う
な
体
験
。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
、

こ
の
朝
日
高
校
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
令
和
三
年
三
月
卒
業
式
答
辞
よ
り
）


